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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価

○大学評価･学位授与機構が行う大学評価について

１ 評価の目的
大学評価・学位授与機構（以下「機構 ）が実施する」

評価は，大学及び大学共同利用機関（以下「大学等 ）」
が競争的環境の中で個性が輝く機関として一層発展する
よう，大学等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に
評価することにより，①その教育研究活動等の改善に役
立てるとともに，②評価結果を社会に公表することによ
り，公共的機関としての大学等の諸活動について，広く
国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこ
とを目的としている。

２ 評価の区分
機構の実施する評価は，平成 年度中の着手までを14

12段階的実施 試行 期間としており 今回報告する平成（ ） ，
年度着手分については，以下の 区分で，記載のテーマ3
及び分野で実施した。
① 全学テーマ別評価（ 教育サービス面における社「
会貢献 ）」

② 分野別教育評価（ 理学系 「医学系（医学 ）「 」， ）」
③ 分野別研究評価（ 理学系 「医学系（医学 ）「 」， ）」

３ 目的及び目標に即した評価
機構の実施する評価は，大学等の個性や特色が十二分

に発揮できるよう，当該大学等の設定した目的及び目標
に即して行うことを基本原則としている。そのため，大
学等の設置の趣旨，歴史や伝統，人的・物的条件，地理
的条件，将来計画などを考慮して，明確かつ具体的な目
的及び目標が設定されることを前提とした。

○全学テーマ別評価「教育サービス面における社
会貢献」について

１ 評価の対象
本テーマでは，大学等が行っている教育面での社会貢

献活動のうち，正規の課程に在籍する学生以外の者に対
する教育活動及び学習機会の提供について，全機関的組
織で行われている活動及び全機関的な方針の下に学部や
その他の部局で行われている活動を対象とした。

， （ ） ，対象機関は 設置者 文部科学省 から要請のあった
98国立大学（政策研究大学院大学及び短期大学を除く

大学）及び大学共同利用機関（総合地球環境学研究所を
除く 機関）とした。14
各大学等における本テーマに関する活動の「とらえ

方 「目的及び目標」及び「具体的な取組の現状」につ」，
いては 「Ⅱ 教育サービス面における社会貢献に関す，
る目的及び目標」に掲げている。

２ 評価の内容・方法
評価は，大学等の現在の活動状況について，過去 年5

間の状況の分析を通じて，次の 項目の項目別評価によ3

り実施した。
) 目的及び目標を達成するための取組1
) 目的及び目標の達成状況2
) 改善のためのシステム3

３ 評価のプロセス
① 大学等においては，機構の示す要項に基づき自己
評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データ
を含む ）を機構に提出した。。

② 機構においては，専門委員会の下に，専門委員会
委員及び評価員による評価チームを編成し，自己評
価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえて評

， ，価を行い その結果を専門委員会で取りまとめた上
大学評価委員会で評価結果を決定した。

③ 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を
設け，申立てがあった大学等について，大学評価委
員会において最終的な評価結果を確定した。

４ 本報告書の内容
「Ⅰ 対象機関の現況」 「Ⅱ 教育サービス面に及び

は，当該大学等おける社会貢献に関する目的及び目標」
から提出された自己評価書から転載している。

は，評価項目ごとに，特記すべき点「Ⅲ 評価結果」
を「特に優れた点及び改善点等」として記述している。

，「 （ ） （ ）」 ，また 貢献 達成又は機能 の状況 水準 として
以下の 種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い4
ている。
・ 十分に貢献（達成又は機能）している。
・ おおむね貢献（達成又は機能）しているが，改善
の余地もある。

・ ある程度貢献（達成又は機能）しているが，改善
の必要がある。

（ ），・ 貢献しておらず 達成又は整備が不十分であり
大幅な改善の必要がある。

なお，これらの水準は，当該大学等の設定した目的及
び目標に対するものであり，相対比較することは意味を
持たない。
また，総合的評価については，各評価項目を通じた事

柄や全体を見たときに指摘できる事柄について評価を行
うこととしていたが，この評価に該当する事柄が得られ
なかったため，総合的評価としての記述は行わないこと
とした。

は，評価結果を要約して示し「Ⅳ 評価結果の概要」
ている。

は，評価結果に対「Ⅴ 意見の申立て及びその対応」
する意見の申立てがあった大学等について，その内容と
それへの対応を示している。

５ 本報告書の公表
本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも

に，広く社会に公表している。



- 2 -

徳島大学

Ⅰ 対象機関の現況

（１）機関名及び所在地

徳島大学
2 24徳島県徳島市新蔵町 －

（２）学部・研究科構成
（学部）

総合科学部 人間社会学科

自然システム学科

医学部 医学科
栄養学科

歯学部 歯学科

薬学部 薬学科，製薬化学科

工学部 建設工学科，機械工学科，化学応用工
学科，電気電子工学科，知能情報工学

科，生物工学科，光応用工学科

（研究科）
人間・自然環境研究科（修士課程）

医学研究科（博士課程）

歯学研究科（博士課程）

栄養学研究科（博士前期課程，後期課程）
薬学研究科（博士前期課程，後期課程）

工学研究科（博士前期課程，後期課程）

（３）教育サービスを行っている附属施設
附属図書館，大学開放実践センター，分子酵素学

研究センター，地域共同研究センター，総合情報

処理センター，ゲノム機能研究センター，アイソ
トープ総合センター，医療技術短期大学部

（４）学生総数（平成 年 月 日現在）13 7 1
学部学生 人5,792
大学院学生 人1,455
医療技術短期大学部 人436
合計 人7,683

（５）教員総数（平成 年 月 日現在）13 7 1
教授（学長を含む） 人264
助教授 人190
講師 人128
助手 人304
合計 人886
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Ⅱ 教育サービス面における社会貢献に関する目的及び目標

１．教育サービス面における社会貢献に関
するとらえ方

（１）社会貢献活動全体の位置付け

12 3 17 21徳島大学では平成 年 月 日に「徳島大学の

世紀に向けての戦略」を策定し，その中で社会貢献活動

の理念，目標及び計画を明らかにしている。
，「 ，本学の 世紀の理念は 学生の多様な個性を尊重し21

人間性に富む人格の形成を促す教育を行い，優れた専門

， 。能力を身につけ 進取の気風に富む人材の育成をめざす

知の継承と創造に挑み，独創的で，実り多い研究を推進
し，豊かで健全な未来社会の創成に貢献する。国際化と

地域重視の時代に向けて，地域社会と世界を結ぶ知的ネ

ットワークの拠点として，平和で文化的な国際社会の構
。」 。築と地域社会の活力ある発展に寄与する ことである

本学は，この理念を具体化するために「社会に開かれ

た大学」として 「社会人入学，大学院の開放及び公開，

， ，講座等を拡充し 情報公開により産学官共同研究の推進
国際交流の拡大に力を注ぎ，また，地域にあっては，知

的ネットワークの核として，社会的貢献を果たす 」こ。

とを掲げている。

（２）教育サービス面における社会貢献活動のとらえ方

本学は「社会貢献活動全体の位置付け」で記したよう

な広範な社会貢献活動を行っているが，それらの活動の
中で「教育サービス」が極めて大きな比重を占め，教育

サービス面における社会貢献活動の中心を「地域社会と

の連携」に置き， ）大学開放事業の拡大， ）個人の生1 2
涯設計に応じた多様な履修形態の開発， ）企業や社会3
人の要望に的確に応えた教育プログラムの開発， ）大4
学施設の開放の活動を行っている。

大学開放実践センターは「従来の“教育”と“研究”
の両輪に加えて，それらとの密接な関連の中で“大学開

放”という第 の柱を育てていくことが重要である 」3 。

との認識のもとに，さまざまな価値観や生活スタイルを

持つ社会人の多様なニーズに応えるため数多くの公開講
座を準備している。公開講座は全学の教官が担当してい

るが，特に総合科学部の教官が積極的に担当している。

医学部，歯学部，薬学部は，地域住民の健康に寄与す

る臨床医師，臨床歯科医師薬剤師その他の保健医療関,
係専門職に対し，日進月歩の著しい分野にあって良質の

保健医療を提供するために必要な知識・技能を伝達す

ること，及び一般社会人に対し，疾病の予防や健康増進
に必要な知識・情報を伝達すること，これらが重要であ

ると位置付けている。

工学部及び薬学部は，社会の将来を担う小・中・高校

生等に対する教育サービスが重要であるととらえ，大学
施設の開放による社会貢献活動を展開する。

（３）具体的な教育サービス面の活動
○ 全学的に行われる教育サービス

公開講座，科目等履修生制度，聴講生制度，図書館開

放

○ 全学的な方針の基に各部局で行われる教育サービス
講演会，研修，セミナー，オープンカレッジ，附属薬

用植物園公開，出張講義，情報提供，指導・相談

２．教育サービス面における社会貢献に関
する目的及び目標

（１）全学的な目的・目標

ア 目的
本学は，地域社会と世界を結ぶ知的ネットワークの拠

点として，平和で文化的な国際社会の構築と地域社会の

活力ある発展に寄与することを通じて，社会に貢献する

ことを目的としている。この目的のうち，教育サービス
面における社会貢献としては次の 点である。3
○ 世界と地域を結ぶ知的ネットワークの中心として，

地域社会の活力ある発展に寄与すること。
○ 学部構成等の特色を積極的に生かし，社会の要請に

応えること。

○ 社会人の学習機会を一層拡大・充実すると共に，大

学にふさわしい高度で体系的かつ継続的な学習機会を
提供すること。

イ 目標

， ，「 ，本学では 上記の目的を実現するために 公開講座
講演会，研修会などの大学開放事業の拡大 「個人の生」，

涯設計に応じた多様な履修形態の実施 「企業や社会人」，

の要望に的確に応えた教育プログラムの開発 「大学施」，

設の開放 「研究成果等の様々な情報の公開」等の実施」，
を目標に掲げている。

（２）各部局等の特徴的な社会貢献活動の目的・目標

１）公開講座の開設（大学開放実践センター）
市民の生涯学習に資するために 「市民の学習ニーズ，

を満たし，教養レベルを高める 「企業や諸団体の教。」，

， 。」，「 ，育ニーズを満たし その技能を高める 地域の事象
国際的な事象等への関心を高め，大学と市民社会との関

係を多角化する 」及び「市民に大学の知的財産を開放。
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し学問上の成果を普及する 」の 点を目標に掲げて活。 4
動している。
２）研修・セミナー等（医学部及び医学部附属病院）

○ 疾患発症予防を中心とした患者への医療教育を提供

する。

○ 医療関係者に教育・研修の場や医療情報・技術を提
供する。

○ 医学領域研究者に研究の場や医学研究情報を提供す

る。
○ 市民を対象に，医療の選択や疾患予防に必要な医学

情報を提供する。

○ 産，官，病院が一体となり，医療の充実を目指して

先進的医療・治療薬開発に貢献する。
○ 入院患者，外来患者及び付添者の心の安らぎや医療

知識を深めてもらうための施設を充実する（例：患者

図書室 。）

３）講演・研修・技能開発等（歯学部及び歯学部附属病
院）

○ 臨床歯科医師その他の保健医療関係者に対し，良質

な歯科保健医療の提供に必要な情報や技術を提供す
る。

○ 歯科医学及び関連領域研究者に対し，最新かつ正確

な歯科医学研究情報を提供する。

○ 高校生や一般社会人に対し，歯科医療の選択
（ ）及び歯科保健に必要な知識や情informed decision
報の提供を行い，歯科医療への信頼関係を構築する。

また，将来の歯科医療の質を担保するために歯科医学

生の卒前臨床実習に協力してもらえる土壌を構築す
る。

○ 保育園・幼稚園児，小・中・高校生，一般社会人，

高齢者等に対し，口腔保健に必要な知識と技能を提供
することにより （ 歳で自分の歯が 本）を目8020 80 20
指して自らの力で口腔保健の維持増進を図れるように

努める。

） （ ， ）４ 卒後教育公開講座の開催 薬学部 医学部栄養学科
○ 不断の研修が求められている社会人薬剤師や社会人

管理栄養士を対象に卒後教育公開講座を開催して，広

く生涯学習の場を提供する。

○ 講座の内容は医薬品情報や臨床栄養管理などに関す
る最新の話題提供を中心とし，社会から信頼される専

門家の育成と技能の向上を目指す。

５）オープンカレッジ（工学部）
○ 「科学体験フェスティバル」を開催して，県内の子

供たちに科学実験に参加することを通じて 「あれ？，

不思議だなあ」とか「なるほど！」と言った科学の楽

しさや不思議さを知ってもらう。
また 「体験大学院」を開催して，高校生を対象に，

大学院レベルの研究活動を公開し，将来の進路選択の

ための情報を提供する。

○ 体験学習を通して， 世紀を担う青少年の科学に21
対する心を育成するとともに，未来を開く新しい技術

の創造やハイテクを活用した研究など，科学に対する

関心を高め，ひいては地域社会の科学技術の振興に貢

献することを目指す。
６）附属図書館の開放

市民の生涯学習への要求に応えるために 「図書館資，

料の閲覧及び貸出の実施」や「所蔵している貴重資料の

デジタル画像のホームページ上での公開」などを行い学
習機会の提供に取り組む。

７）附属薬用植物園開放と薬草教室開催（薬学部）

小，中学生を含めた一般市民を対象にして 「薬草に，
関する知識とその使用方法を正しく伝えることにより健

康への関心を一層高めてもらうこと 「薬用植物を実際」，

に見，ふれることによって植物への関心を高め，自然を

大切にする心を養ってもらうこと 「市民との触れ合い」，
を通して大学を身近に理解してもらうこと」の 点を目3
標に附属薬草園の開放と薬草教室を随時開催する。

８）科目等履修生等の受入

一般市民，社会人等の生涯学習，教員免許取得などの
ため，本学の学部及び大学院が開設する授業科目を履修

できるように科目等履修生，研究生等として受入れ，社

会的な教育ニーズに応える。
９）その他

○ 高校生を対象に，看護する体験を通じて看取りの心

を養うために「ふれあい看護体験」を実施し，医療現

場の理解を深めるための機会と場を提供する。
○ 知的障害者に大学で学ぶ場を提供するために「オー

プンカレッジ」を開催する。

○ 市民の身近なスポーツ活動の場として，地域住民に

大学の体育施設を開放する。

３．教育サービス面における社会貢献に関
する取組の現状

本学では，昭和 年，学内共同教育研究施設として61
大学開放実践センターを設置して以来，全学の協力を得

て，公開講座を中心とした事業活動を実施し，市民の多

10様かつ高度な学習ニーズに対応してきている。平成
年度以降の公開講座開設数は国立大学中第 位を続けて1
いる。

総合科学部は，大学開放実践センターにおける公開講
座を多数担当すると共に平成 年度から，全学共通教11
育科目を開放科目として，社会人に公開している。さら

に，全学共通教育及び専門教育の科目等履修生を受入れ

ており，この中に社会人が多く含まれている。このよう
に勉学意欲旺盛な社会人に対して，教養や知識のレベル

の向上，教員免許等の資格取得を支援している。

医学部及び医学部附属病院，歯学部及び歯学部附属病

院では，臨床医師・管理栄養士・臨床歯科医師その他の
保健医療関係者に対し良質な医療・歯科医療の提供に必

要とされる情報・技術を提供するため，専門領域別セミ
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ナー，研究会，講演会，講習会などを実施し，医学・栄

養学・歯科医学及び関連領域研究者に対し最新かつ正確
な医学・歯科医学研究情報を提供するため，専攻生，科

目等履修生などの形で研究への参加や講義の聴講を，ま

た，外国人研究者や留学生を受入れている。一般社会人

に対しては，医療・歯科医療の選択及び疾患の予防に必
要とされる知識や情報を提供することにより医療・歯科

医療との間の信頼関係を構築するため，公開講座，患者

の会の設立・運営及びテレビ，新聞等のマスコミを通じ
ての医療・歯科医療相談，医療・歯科医療情報の提供な

どを行っている。これらの他，医学部附属病院では地域

医療ネットワークの中心となり医療コーディネイターと

しての役割を果たしており，歯学部附属病院では幼児か
ら高齢者に至る人々に対し口腔保健自己管理能力獲得を

推進するための活動が続けられている。

薬学部における取組として特徴的なものは，薬学部卒

後教育公開講座の開催と薬学部附属薬用植物園開放及び
薬草教室開催である。前者は，大学を卒業後，勉強する

機会の少ない病院，薬局，企業及び公務員などの社会人

薬剤師を対象に，広く生涯学習の場を提供し，社会人薬
剤師の資質向上をはかり，社会から信頼される薬剤師の

育成を目指したものである。後者は，小・中学生を含め

た一般市民を対象に，薬草に関する知識とその使用方法

を正しく伝えることにより健康への関心を一層高めるこ
と，植物への関心を高めて，自然を大切にする心を養っ

てもらうこと，市民との触れあいを通して大学を身近に

理解してもらうことを目的としたものである。

工学部では，オープンカレッジ活動として 「科学体，
2験フェスティバル」と「体験大学院」を夏季休業中の

日間にそれぞれ実施している 「科学体験フェスティバ。

ル」は小・中学生を対象とし，実験主体の約 のテー40
マを設け，科学の面白さや楽しさを知ってもらうための

参加型のイベントである 「体験大学院」は，高校生を。

対象とし，博士前・後期課程の 専攻が合計 のテー13 17
マを設け，実験や実習を通じて最先端の技術と出会う場
を提供するとともに，大学院での研究を体験してもらう

イベントである。

地域共同研究センターは，地域産業界の技術力向上や

， ，製品開発活動を支援する目的で 最先端技術の移転研修
同センター設置の機器の講習会等を実施し，最先端技術

に対する教育サービスに取り組んでいる。総合情報処理

センターでは平成 年度末に超高速ネットワークとデ12
ジタルコンテンツ作成・発信システムを導入した。本シ

ステムの設置により遠隔教育や高度な情報発信が可能に

なり，各部局等における教育サービス面における社会貢

献活動を積極的に支援する体制が整いつつある。附属図
書館では，市民の生涯学習への要求に応えるため，図書

館資料の閲覧や貸出の実施，貴重資料のデジタル画像の

ホームページ上での公開などにより学習機会の提供に取

り組んでいる。
以上のように本学においては全学及び各部局に自己点

検・評価委員会が設置され，教育サービス面における社

会貢献について，目的・目標を明確に定めてその実現に

取り組んでいる。また，それらが効果的に実施されてい
るかを内部ならびに外部評価するための体制や改善のた

めのシステムが整備され，機能している。今後，全学の

自己点検・評価委員会が主体となって各部局の委員会活

動を全学的視点から点検し，有機的に結びつけ，より効
果的な活動となるよう改善する余地がある。



- 6 -

徳島大学

Ⅲ 評価結果

１．目的及び目標を達成するための取組

徳島大学においては 「教育サービス面における社会，
」 ， ， ， ，貢献 に関する取組として 公開講座 研修 セミナー

講演会，講習会，研究会，卒後教育公開講座，科学フェ

スティバル，体験大学院，図書館開放，附属薬用植物園

開放，薬草教室，科目等履修生等の受入れ，医療・歯科
医療相談，ふれあい看護体験，知的障害者に対するオー

プンカレッジなどが行われている。

ここでは，これらの取組を「目的及び目標を達成する

ための取組」として評価し，特記すべき点を「特に優れ
た点及び改善点等」として示し，目的及び目標の達成へ

の貢献の程度を「貢献の状況（水準 」として示してい）

る。

◇特に優れた点及び改善点等
大学開放実践センターを中心として行われる各種の取

組について，各学部とも協力し多彩な取組が提供されて

いる点は，全学的な実施体制として優れている。

大学開放実践センターにおける公開講座は，文化・社

会，健康・スポーツ，科学・技術，外国語・外国事情，

芸術，リカレント，インターネット，課題研究等の多岐
にわたるジャンルが提供されており，受講対象を有職者

や若年層にも広げるため，リカレント教育プログラムの

開発にも着手するなど，サービス対象の拡大に向けて積
極的に取り組まれている。

5また 公開講座部会や調査・研究部会等の作業部会， （

部会）を設け，受講者アンケート調査や県民学習調査を

定期的に実施したり センター受講者の同窓会である 六， 「
一会」と共同で，次年度事業計画に関する要望等を聴取

する懇談会を開催（年 回）するなど市民の要望の把握1
。 ，「 」とその充足に努めている 更に 出張講座連絡協議会

では，県内各地の自治体等との連携により県民の要望へ
の対応が図られている。

これらの点から，サービス享受者のニーズを反映した

内容が提供されており，市民の多様かつ高度な学習ニー
ズに対応した取組として特に優れている。

医学部及び医学部附属病院においては，臨床医や保健

医療関係者に対して，専門領域セミナー，研究会，講演
会，講習会等を実施している。テーマの選定は代表幹事

会で参加者の要望を基に行われ，良質医療に必要な情報

・技術が提供されている。開催時期を週末に多く設定す

ることで参加者の便宜を図っており，パンフレットの配

布などを通じた広報も行われている。

医学関連領域研究者に対しては，専攻生，科目等履修
生などの形で研究参加や講義聴講，各専門領域での著名

な講師による特別講義，セミナー，研究会等が実施され

ており，最新かつ正確な医学研究情報の提供が図られて
いる 特に大学院特別講義は 講演内容の質や開催数 ほ。 ， （

ぼ毎週 回）に配慮がなされている。1
また，地域テレビ局での医療相談，新聞社主催の公開

市民講座での講演と紙上講演などには数多くの教官が出
演しており，多数の社会人に医療の選択，疾患予防の知

識や医学情報を幅広く提供している。テレビでの医療相

談や新聞社主催の公開市民講座は，それがテレビや新聞

で広く紹介されるという副次的な効果も認められる。
また，患者及び付添人のアメニティを考え患者図書室

， 。を開設し 患者の病院生活のＱＯＬの向上を図っている

これらの取組は，サービス享受者の医療に関するニー
ズを考慮し，広く社会に提供されている点で，医学医療

の信頼関係構築に向けた取組として優れている。

歯学部及び歯学部附属病院においては，臨床歯科医師
その他の保健医療関係者を対象とした研修・セミナー等

の開催，歯科医学及び関連領域研究者に対する最新かつ

正確な歯科医学研究情報の提供，一般市民を対象とした

公開講座・講演会・医療相談等の実施，保育園・幼稚園
児，小・中・高校生，一般社会人，高齢者等に対する口

腔保健に必要な知識と技能の伝達等が実施され，医療関

係者のみならず幼児や一般市民等に対してもインフォー
ムド･デシジョン等について必要な知識や情報の提供を

図るなど積極的に展開されており，歯科医療の信頼関係

構築に向けた取組として優れている。

薬学部主催の卒後教育公開講座は，病院，薬局，企業

及び公務員などの社会人薬剤師を対象に開催されてい

る。毎回医師，薬剤師及び本学部の教官など 名の講師3
によるスライドを使った講演と質議応答を行い，講演要

旨集を準備するなど内容がよく理解できるように工夫さ

れている。講演の内容は，最新の医療・薬品情報や薬物

治療，カウンセリングの技法など医療現場に直結した問
題にとどまらず，薬学基礎研究の最先端の話題を分かり

。 ，やすく解説したものとなっている 本講座の受講者には

日本薬剤師研修センター及び日本病院薬剤師会によっ

て，研修認定薬剤師として必要な単位を与えることが認
められていることから，講座の内容は社会人薬剤師の資

質向上を図るものとなっている。

医学部栄養学科では，医学部附属病院栄養管理室と協
力して，病院，企業及び公務員などの社会人管理栄養士

を中心に医師等を対象に徳島臨床栄養研究会を開催して
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いる。研究会は栄養学科教官，社会人管理栄養士，医師

らを話題提供者として開催し，臨床栄養管理に関する事
例検討，最近の進歩，トピックス，給食のあり方，食品

機能などが話題となっている。また，最近は日本糖尿病

療養指導士認定試験も視野に入れた解説を加えるなど，

管理栄養士の幅広い能力の向上を図るものとなってい
る。

これらの取組は，意図したサービス享受者に対する学

習機会の拡充並びに最新知識の提供や資質の向上に向け
た取組として優れている。

オープンカレッジの一環として行われている「科学体

験フェスティバル」は，工学部が主催し，徳島県内の教
育関係機関及び報道機関各社の後援，地元企業の協賛に

より夏休みを利用して開催されている。このフェスティ

， ， ，バルを運営し 出展しているのは 工学部の教官に加え

小学校及び中学校の理科担当教諭や民間企業のエンジニ
アで，大学以外の教育機関等の関係者が参加している点

で特色がある。

「体験大学院」では，大学院工学研究科の教官が高校
生に対し実験や実習を通じて大学院における最先端の研

究を体験させ，新しい技術の創造やハイテクを活用した

研究が地域社会や国際社会にどのように貢献しているか

を考える機会を与えている。
これらの取組は新聞に取り上げられるなどニュース性

も高く，人々の理科離れに対応した企画となっており，

地域社会への科学技術の関心の喚起並びに教育力の向上

に向けた取組として優れている。

「ふれあい看護体験」は，高校生に対し入院患者の身

の回りの世話，対話，実際に向き合った看護等を体験さ
せることにより，必要な知識と技能の伝達等がなされて

おり，医療現場についての理解を深め，患者とのふれあ

いを通じて看護の心を養うなどの学習機会を提供してい

る点で優れている。

◇貢献の状況（水準）
取組は目的及び目標の達成に十分に貢献している。

２．目的及び目標の達成状況

，「 ． 」ここでは １ 目的及び目標を達成するための取組

の冒頭に掲げた取組の達成状況を評価し，特記すべき点
を「特に優れた点及び改善点等」として示し，目的及び

目標の達成状況の程度を「達成の状況（水準 」として）

示している。

◇特に優れた点及び改善点等
「科学体験フェスティバル」は，平成 年度の第 回9 1

目から約 テーマによる出展が行われ，毎年約 万人40 1
の参加者を安定して得ており評価できる。また，参加者
に対するアンケート結果をみると「大変おもしろかっ

た 「面白かった」と答えた人の割合は，毎年 ％を」， 80
上回っており，満足度が高く成果を得ている。

「体験大学院」は，平成 年度から平成 年度まで8 11
約 ～ 人であった参加者数が， 年度には 人90 150 12 273
と急増しており，参加者に対するアンケート調査では，
ほとんどの参加者から 工学に非常に興味をもった 進「 」，「

路決定の参考になった」との回答を得ていることから，

成果を得ている。

大学開放実践センターにおける公開講座は，センター

設置後約 年間で， 講座が開講され，多数の受講15 765
者を毎年安定して受け入れている また 近年のアンケー。 ，

ト調査では，満足度や今後の受講希望について 割以上8
の参加者が良い評価を示していることから成果を得てい

る。

附属薬用植物園の開放と薬草教室は，定期開放（一般

市民対象の薬用植物園開放（春，秋 ，小・中学生（父）

兄同伴可）の夏休み薬草教室の開催）及び随時公開（婦

人会など ～ 人の団体に対する公開）が実施され，20 30
定期開放については毎回定員（ 人程度）の約 倍の60 5
応募者数を得ており，随時公開についても頻繁に行われ

ている点で評価できる。

また，附属薬用植物園の開放は新聞，テレビ，ラジオ
， 。 ，に何度も取り上げられ 徳島県民の認知度も高い 特に

「徳島から消えゆく植物たち」をテーマにした際，多く

のマスメディアに取り上げられ，この報道以降，附属薬
用植物園に絶滅危惧植物の保存を求めて植物愛好家から

， 。植物寄託があるなどの反響を得ており 成果を得ている

◇達成の状況（水準）
目的及び目標が十分達成されている。
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３．改善のためのシステム

ここでは，当該大学の「教育サービス面における社会

貢献」に関する改善に向けた取組を 「改善のためのシ，
ステム」として評価し，特記すべき点を「特に優れた点

及び改善点等 として示し システムの機能の程度を 機」 ， 「

能の状況（水準 」として示している。）

◇特に優れた点及び改善点等
大学開放実践センターにおいて，価値的評価を加味し

た年次報告書「徳島大学大学開放実践センター年報」の

刊行や自己点検・評価部会を中心とした経営指標，プロ
グラム評価指標の検討などが行われている点は，事業活

動の点検・評価を行い改善に結びつけるためのシステム

として優れている。

また，定期的な受講者アンケート調査の実施，受講者
との懇談会，自治体等との連絡協議会の開催により，地

域のニーズが把握されており，これに加えて，日常的に

は「受講者カード」を常備し，毎日の授業評価等を自由
に提出できるシステムを整備している点は，学外者の意

見等を把握するシステムとして特色がある。

全学及び各部局には自己点検・評価委員会が設置され
ており，教育サービス面における社会貢献についての目

的・目標を明確に定め，その実現に向けて取り組まれて

いる。また，それらが効果的に実施されているかについ

て内部及び外部で評価するための体制が整備されてい
る。中でも，歯学部及び歯学部附属病院においては，外

部評価者の講評は全構成員に直接周知されるとともに，

内部評価・外部評価はその結果を冊子にして配布して改
善に結びつけており，改善のためのシステムとして優れ

ている。

オープンカレッジの一環である「科学体験フェスティ
バル」及び「体験大学院」においては，活動の状況や問

， 。題点を把握し 改善を行うための組織が設置されている

「科学体験フェスティバル実行委員会」には，半数以

上の学外者が含まれており，毎年イベントを実施した約
ヶ月後に反省会をもち，アンケート結果に基づく評価1

の確認，さらに各出展者の意見を踏まえた改善点につい

て議論を行っている。
「体験大学院実行委員会」では，イベント時に実施さ

れたアンケート結果を実行委員にフィードバックし，改

善に役立てている。また，高等学校にも開催日や生徒の

参加等に関する意見や要望を聞き，企画，運営に反映さ
せている。

これらは，学外者の意見等を改善に結びつけるシステ

ムとして優れている。

◇機能の状況（水準）
改善のためのシステムが十分機能している。
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Ⅳ 評価結果の概要

１．目的及び目標を達成するための取組

◇特に優れた点及び改善点等
大学開放実践センターを中心に，各学部とも協力して

多彩な取組が提供されている点は，全学的な実施体制と
して優れている。

大学開放実践センターにおける公開講座は，サービス

対象の拡大を図り，サービス享受者の要望を取り入れつ
つ実施されていることから，サービス享受者のニーズを

反映した内容が提供されており，市民の多様かつ高度の

学習ニーズに対応した取組として特に優れている。

医学部及び医学部附属病院における各種の取組は，

サービス享受者の医療に関するニーズを考慮し，広く社

会に提供されている点で，医療の信頼関係構築に向けた
取組として優れている。

歯学部及び歯学部附属病院の各種取組は，医療関係者

のみならず幼児や一般市民等にも積極的に展開されてお
り，歯科医療の信頼関係構築に向けた取組として優れて

いる。

薬学部や医学部栄養学科における社会人薬剤師や社会
人管理栄養士を対象とした取組は，学習機会の拡充並び

に最新知識の提供や資質の向上に向けた取組として優れ

ている。

「科学体験フェスティバル 「体験大学院」は，地域」，

社会への科学技術の関心の喚起並びに教育力の向上に向

けた取組として優れている。

「ふれあい看護体験」は，医療現場についての理解を

深め，患者とのふれあいを通じて看護の心を養うなどの

学習機会を提供している点で優れている。

◇貢献の状況（水準）
取組は目的及び目標の達成に十分に貢献している。

２．目的及び目標の達成状況

◇特に優れた点及び改善点等
「科学体験フェスティバル」は，約１万人の参加者を

安定して得ており，アンケート結果から参加者の満足度

も高く成果を得ている。

「体験大学院」は， 年度から参加者が急増してお12
り，アンケート結果から参加者の満足度も高く成果を得

ている。

公開講座については，多くの講座が用意され，安定し

た受講者数を得ており，参加者の満足度も高く成果を得

ている。

附属薬用植物園開放と薬草教室は，定員を超える応募

者を得ており，臨時公開も頻繁に開催されている点で評

価できる。また，マスメディアに何度も取り上げられて
いることから認知度も高く，植物愛好家から反響を得る

などの成果を得ている。

◇達成の状況（水準）
目的及び目標が十分達成されている。

３．改善のためのシステム

◇特に優れた点及び改善点等
大学開放実践センターにおいて，事業活動の点検・評

価を行い改善に結びつけている点は優れている。また，
アンケート調査，受講者との懇談会及び自治体等との連

絡協議会の開催に加え 「受講者カード」を常備し，毎，

日の授業評価等を自由に提出できるシステムを整備して

いる点は，学外者の意見等を把握するシステムとして特
色がある。

歯学部及び歯学部附属病院では，内部評価・外部評価
の結果を全構成員にフィードバックして改善に結びつけ

ており，改善のためのシステムとして優れている。

「科学体験フェスティバル」及び「体験大学院」にお
いて，学外者を含む実行委員会を設置し，イベント参加

者の意見等を企画・運営に反映している点は，学外者の

意見等を改善に結びつけるシステムとして優れている。

◇機能の状況（水準）
改善のためのシステムが十分機能している。


